
えだまめ 栽培のポイント 

ポイント    

霜の降りる心配がなくなる 4～5 月以降にまきます。 

栽培環境・土づくり 

タネまきの 2 週間前に1 ㎡当たり苦土石灰 100g、1 週間前に完熟堆肥 2kg とリン酸、カリ分を多く含む有機配合肥料

50g くらいを施します。マルチ栽培などで追肥ができない場合は、元肥に速効性肥料を全量施すと、開花前に肥効が上

がって樹ボケ状態になりやすいので、緩効性肥料を使います。うね幅 45cm、株間 20～25cm を標準とします。 

タネまき・植えつけ 

地温は 15℃以上を確保します。直まきの場合は 1 か所に 3～4 粒点まきし、本葉が開くころに 1～2 本立ちにします。

移植の場合は、双葉が展開し、初生葉が伸び始めてから展開が終わるまでに植えつけます。老化苗にすると活着が悪く

なり、その後の生長に影響するので、若苗での植えつけをおすすめします。 

管理のポイント 

開花期の極端な乾燥は落花が多くなり、着莢数が少なくなるので、この時期の水やりは重要です。開花前後の 10 日間

は、夜間の最低気温を 20℃以上確保しないと、不稔莢や未発育莢が多くなります。 

病害虫・生理障害 

連作、過湿、過繁茂などにより、べと病、斑点細菌病、モザイク病などが多くなるので、連作を避け、水はけをよくし、

窒素過多による過繁茂を防ぎます。アブラムシ、カメムシ、メイガ、コガネムシ、ハダニなどに注意します。 

栽培暦 

※栽培方法・時期は目安です。適温でのタネまき、地域や条件に合わせた栽培をおすすめします。 

 

 


